
No
新規
事業

事業名 内容 共創の相手方 担当部局 担当課（室）

1
スポーツ組織と連携した人権啓発事
業

県内プロスポーツチーム（４チーム）と連携して人権啓
発を実施し、人権に係る課題を身近な問題として捉える
場を作ることにより、人権尊重意識の一層の普及・高揚
を図る。

信濃グランセローズ
松本山雅ＦＣ
ＡＣ長野パルセイロ
信州ブレイブウォリアーズ

県民文化部 人権・男女共同参画課

2 「いい育児の日」普及啓発事業

「家庭や家族を大切にするライフスタイル」や「子どもの
成長と子育てを社会全体で応援する気運」の醸成を図
るため、11月19日を「いい育児の日」と定め、趣旨に賛
同する企業、団体等と子ども向け・家族向けイベントの
開催、男性の家事・育児参加促進のための取組等を実
施した。

市町村、企業、団体、ＮＰＯ法
人等

県民文化部 次世代サポート課

3

（信州ACE(エース)プロジェクト推進
事業）
信州ＡＣＥ（エース）プロジェクト
普及・発信事業

効果的な健康づくりに取り組んだ企業を表彰し、県民に
「見える化」して発信するほか、若者や働き盛り世代に
向けた効果的なアプローチのために、Ｗｅｂ等活用して
発信

企業、協会けんぽ等保険者、
(一社）サキベジ推進協議会、
経済団体等

健康福祉部 健康増進課

4 障がい者支え合い活動支援事業

地域の精神障がい者に対する理解を深められるよう普
及啓発活動を行うとともに、入院中や退院後間もない
精神障がい者に対し、安心して地域で暮らせるように相
談支援を行う。

長野県ピアサポートネットワー
ク

健康福祉部 疾病・感染症対策課

5 ○ ゼロカーボン動画コンテスト2025

かけがえのない美しく豊かな自然環境や持続可能な社
会を未来に引き継いでいくために、ゼロカーボンの実現
に向けた取組を推進する PR 動画を募集し、審査のう
え、表彰する。表彰作品は県有施設等での広報に活用
する。

民間企業、県内スポーツチー
ム

環境部 環境政策課

6 ●
将来を担う若者交流・社会参画促進
事業

若者同士が交流しながら、長野県をよりよくするための
政策提案等を行う「信州みらいフェス」と、政策提案の
内容を検討する「信州若者みらい会議」を開催

県民（若者）、株式会社
ATOMica、県内企業等

県民文化部 次世代サポート課

7 ● しあわせバイ信州運動

・バイ信州パートナー事業者が参加する「しあわせバイ
信州運動共創ネットワーク」において、新たな共創やア
イディア創出を目的としたシンポジウムや交流会を実
施。
・「しあわせバイ信州キャンペーン」（9～11月）におい
て、パートナー事業者と連携した広報活動を展開

県内事業者、団体 産業労働部 産業政策課

8 リゾートテレワーク推進事業

都市圏企業等に向けた広報・イベントの実施、ワーケー
ション自治体協議会参加自治体等で構成する「信州リ
ゾートテレワーク推進チーム」を立ち上げ、情報交換会
の開催などを通じて、地域のネットワーク形成や優良事
例の横展開を支援

信州リゾートテレワーク推進
チーム構成団体（ワーケーショ
ンツアーのコーディネート団体
等）

産業労働部 産業立地・IT振興課

9
地域密着型企業誘致事業
（チャレンジナガノ2.0）

地域の魅力発信、目指す姿実現のため、市町村と取り
組むテーマを公表し、県内外の企業とのオープンイノ
ベーションにより、地域課題解決による魅力の向上や、
地域内でのビジネス創出につなげ、県内への企業の定
着・立地を促す取組を実施

事業者
市町村

産業労働部 産業立地・IT振興課

10 「こどものモール」

県立長野図書館の信州・学び創造ラボを会場に、こど
もたちが自分で作ってみる、自分で選んで挑戦してみ
る、体験を楽しむイベント。　長野市のみらいハ！ッケン
プロジェクトを利用し、子供たちの体験を後押しした。
（当館が参加した「わかさとクエスト」の一環として若里
公園で実施。）

合同会社キキ（長野市みらい
ハ！ッケンプロジェクト地域
コーディネーター）、協力　ミリ
グラム株式会社

教育委員会 生涯学習課

11 東信州特産品PR事業

　しなの鉄道観光列車「ろくもん」を貸し切り（軽井沢駅
～上田駅間）、東信州地域の特産品（酒類・農畜産物
加工品等）を提供・ＰＲするツアーを実施した。
　また、ShinXia（大学生）に「日本酒に興味・関心を持っ
てもらうにはどうしたらよいか」という課題を提示し、酒
造見学や日本酒関係者等との意見交換後に企画案を
作成・発表してもらった。

しなの鉄道、酒蔵、ShinXia（大
学生）、各種団体

地域振興局
佐久地域振興局商工
観光課

No
新規
事業

事業名 内容 共創の相手方 担当部局 担当課（室）

1 中間支援組織オンライン交流会
中間支援組織等との交流・対話を通じて、市民活動の
推進を図る。

中間支援組織、市民活動支援
センター

企画振興部 広報・共創推進課

2 公共交通利用促進キャンペーン
長野県私鉄労働組合連合会と合同で、長野駅前、松本
駅前における利用促進活動（公共交通利用の呼びか
け、チラシ配布）を実施。（令和7年6月3日）

長野県私鉄労働組合連合会 企画振興部 交通政策課

3 セイジ・オザワ 松本フェスティバル
指揮者の小澤征爾氏が創設したサイトウ・キネン・オー
ケストラを主体とする音楽家により、キッセイ文化ホー
ル等を拠点として、音楽祭を開催

セイジ・オザワ 松本フェスティ
バル実行委員会

県民文化部 文化振興課

県と県民・企業・団体等による協働・共創の取組（令和７年度実績 200件）

【①委託(プロポーザル事業)】（11件）

【②共催】（35件）

●ＮＰＯや市民団体との協働・共創に期待される効果
協働・共創事業はＮＰＯ、行政、市民それぞれに効果が期待できます。

a.市民が主体となる地域社会が形成される 大きな原動力となります

b.市民のニーズに適合したきめ細かな公益サービスが受けられます

c.行政への参画により市民自らが意見を行政の施策に反映することができます

d.既存の概念にとらわれない 先駆的・専門的な分野での活動が期待できます

※新規事業欄

○：新規で実施 ●：既存事業で新規に記載 ◆：新型コロナの影響で数年ぶりに実施

●９分類した協働のかたち

ＮＰＯや市民団体との協働の方法を 目的や解決すべき課題の

分野により分類・区分して表示しました。

①委託、②共催、③財産の活用（ネーミングライツ、PPP/PFIを含む）、
④県が構成員の一部となる協議体（プラットフォーム等）、⑤実証実験、
⑥プロモーション系、⑦その他事業
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No
新規
事業

事業名 内容 共創の相手方 担当部局 担当課（室）

4 県民芸術祭
県内で芸術文化活動を行っている県的組織を有する団
体と、県大会・展覧会を共催

県内芸術文化団体（県的組
織）

県民文化部 文化振興課

5 文化財講演会・文化財保護研修会
県民の文化財保護に対する意識の高揚と理解の促進
を図ることを目的として講演会・研修会を開催する。

長野県文化財保護協会 県民文化部 文化振興課

6 美術刀剣類保存講習会

文化財としての刀剣類の貴重性について啓発するとと
もに、美術刀剣類の鑑定及び保存等取扱いの知識の
向上並びに、伝統文化の振興及び普及啓発を図るた
め講習会を開催する。

（公財）日本美術刀剣保存協
会長野県北支部、南支部

県民文化部 文化振興課

7 企業人権セミナ―開催事業

職場における人権意識を高めることで、人権が尊重さ
れた働きやすい職場づくりを促進するため、企業人事
担当者等を対象に、企業、業界団体等と共同してセミ
ナー事業を開催する。

企業、業界団体等 県民文化部 人権・男女共同参画課

8 ○ WE-Nagano Global Conference2025

ジェンダー・国籍・世代・セクターを越えて、より良い社
会のあり方を地域に根差しながら世界視座で考える大
学のプロジェクトとして、他分野の実践者とともに良い
暮らしと地域の未来を共に考える。

長野県立大学 県民文化部 人権・男女共同参画課

9 ○
「信州からジェンダー平等を2025　と
もにあたらしく」

ジェンダーに係る企画「ともにあたらしく」を連載してきた
信濃毎日新聞社と、これまでジェンダーについて考える
シンポジウムを都内で開いてきた共同通信社が、地方
初のシンポジウムを松本市で開催（2022～2024年都内
開催）

信濃毎日新聞社、共同通信社 県民文化部 人権・男女共同参画課

10 ○
地域で活躍する女性等の意見交換
会

固定的性別役割分担意識を解消し、地域活動における
意思決定の場に女性の意見が反映される社会を実現
するため、参加者が地域の現状について学ぶとともに、
悩みや課題等について意見交換を行う。

長野県立大学 県民文化部 人権・男女共同参画課

11 信州あいさつ運動
家庭や地域でお互いにあいさつをすることで、つながり
を持ち、地域を元気にして、地域ぐるみで子供の育ちを
応援するために、あいさつの啓発活動を実施した。

・ライオンズクラブ
・（一社）長野県連合婦人会
・企業
・県内大学、地域

県民文化部 次世代サポート課

12
信州自然留学（山村留学）オンライ
ン合同相談会

長野県発祥の山村留学の取組について、県と受入団
体が主に首都圏に住む児童・生徒、保護者に向けて共
にPRする合同相談会をオンラインで実施する。

山村留学受入自治体
　 同 　受入団体

県民文化部 県民の学び支援課

13 ●

（信州ACE(エース)プロジェクト推進
事業）
働き盛り世代の健康づくり支援関連
事業

歩行に関する普及啓発及びイベントの開催 （一社）歩行ケア協会 健康福祉部 健康増進課

14 ○
（信州ACE(エース)プロジェクト推進
事業）
信州の食を育む実践事業

長野県立大学学園祭において、学生と連携して「信州
の食」に関するブースを出展し、健康づくり・食育情報を
発信

長野県立大学生 健康福祉部 健康増進課

15 ● 長野県アレルギーセミナーの開催
医療従事者向けのアレルギー疾患に関するセミナーに
ついて、３月に１回オンライン開催

大塚製薬 健康福祉部 疾病・感染症対策課

16 調理師初任者・中堅者セミナー

調理師試験に合格した者等を対象に、食品衛生に関す
る知識を深めるとともに食育活動の推進を図るための
講習会及び長野県の食文化の伝承と普及等を目的とし
た料理講習会を開催する。

（一社）長野県調理師会 健康福祉部 食品・生活衛生課

17 ○ 信州エコポスターコンクール2025

長野県内に在住又は県内学校に在学する小学生及び
中学生を対象にかけがえのない美しい地球を守り、自
然豊かな信州を未来に引き継いでいくため、ポスター作
品を募集し、審査のうえ表彰を行う。表彰作品は、環境
保全への啓発活動に活用する。

長野朝日放送（株） 環境部 環境政策課

18 信州ベンチャーコンテスト2024

県内の大学や長野県産業振興機構と連携し、県内高
校生、大学生をはじめ、起業に関心のある社会人など
がビジネスアイデアやビジネスプランを発表する「信州
ベンチャーコンテスト」の実施

信州ベンチャーコンテスト実行
委員会構成員

産業労働部 経営・創業支援課

19 第13回信州ベンチャーサミット
創業後、事業拡大中の企業が金融機関や投資家等と
出会う場を設け、さらなる事業拡大を支援するイベント
「信州ベンチャーサミット」の実施

信州ベンチャーサミット幹事会
（八十二銀行、有限責任監査
法人トーマツ等）

産業労働部 経営・創業支援課

20 ○
kikka☆link（きっか・リン）フェス～信
州フリースクール居場所大集合！
～

フリースクールや居場所運営者・スタッフ、利用者、多
様な学びの支援者などが一堂に会し、相互の交流や連
携を深めるとともに、その活動内容を広く発信し、地域
における理解と支援の輪を広げることを目的としたフェ
スを開催

団体（信州フリースクール居場
所等運営者連絡協議会）

県民文化部 次世代サポート課

21
信州産学官連携インターンシップ事
業

学生のキャリア形成支援及び県内就業促進のため、産
学官が連携してインターンシップを実施

県内大学、県内企業等 県民文化部 県民の学び支援課

22 長野県溶接技術コンクール
長野県の産業の発展に寄与する溶接技術に関して、競
技会を開催し、優秀な成績を収めた企業の従業者を表
彰する。

長野県溶接協会 産業労働部 産業技術課

23 ＮＡＧＡＮＯデザインフェスタ開催

県と包括連携協定を締結する岡学園トータルデザイン
アカデミーとの共催により、県内の高等学校、専門学
校、企業が連携し、ファッション文化や環境問題、デザ
イン、ものづくりの大切さを発信するイベントを開催す
る。

岡学園トータルデザインアカデ
ミー

産業労働部 営業局

24
令和7年度長野県きのこ料理コン
クール

きのこを材料にしたアイディア料理を募集し、優秀な作
品を選奨するとともに、広く公開してきのこの消費拡大
を図る

県内高校生等 林務部 信州の木活用課

25 ○ 長野県おやこ建設フェスタ2026

イオンモール須坂にて、包括連携協定を締結する（株）
イオンのグループ企業（イオンモール）と、子どもおよび
その保護者向けに建設産業の魅力や役割を伝える催
事を組み合わせたフェスタを開催。

イオンモール
※株式会社イオンのグループ
企業

建設部
建設政策課技術管理
室

26 ●
県営住宅空き住戸の有効な利活用
事業

県営住宅の空き住戸を拠点とした住民主体の互助組
織の活動の支援。他団地での同様の取組みをはかる
ための横展開施策としてシンポジウム及び個別の相談
事業。

みんなの居場所並柳団地「な
ごみ」、ﾜｰｶｰｽﾞｺｰﾌﾟセンター
事業団、松本大学

建設部
建築住宅課公営住宅
室

27 ● 進学ガイダンス

日本語を母語としない子と親のために、日本の学校制
度、長野県にある高校の種類、入学者選抜制度、海外
帰国生徒等への特別配慮と特別措置について等の説
明会を実施する。

長野県国際化協会 教育委員会 高校教育課
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新規
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事業名 内容 共創の相手方 担当部局 担当課（室）

28
信州ふれあい自然体験キャンプ事
業

自然体験や共同生活体験を通じた自主性、社会性等
「生きる力」の育成を図るとともに、不登校等の未然防
止に向けて集団における適応力やコミュニケーション能
力の伸長を図るため、標記キャンプに学生ボランティア
のスタッフ参加を依頼する。

TEAM '95
（県内の大学生による自然体
験活動企画運営団体）

教育委員会 生涯学習課

29 ○

信州発・これからの図書館フォーラ
ム（令和7年度第1回）　「地域の読書
環境をもっと豊かに　―読者×書店
×図書館×∞」

「書店在庫情報プロジェクト」などの書店と図書館の連
携に関する報告、事例発表を通じて地域の読書環境を
考えるイベントを実施。

長野県書店商業組合
長野県図書館協会

教育委員会 生涯学習課

30
学校給食に長野県産物を活用した
献立コンクール

食育の生きた教材として、地元農産物の活用促進、郷
土の食文化の理解及び調理技術の向上を図るため、
学校給食調理場で創意工夫を凝らしたメニューを公募
し、審査・表彰するとともにレシピ集を発行し、現場で活
用する。

（公財）長野県学校給食会 教育委員会 保健厚生課

31 モノコトフェス

信州・学び創造ラボ内「モノコトベース」で活動するコミュ
ニティが委員を組織し、モノづくりを楽しむイベントを開
催予定（12月14日）
作品や制作過程を展示し、新たな発見や創造の喜びを
参加者と共有する。

モノコトフェス運営委員 教育委員会 生涯学習課

32 ○ まちづくり勉強会

リニアがやってくる南信州地域。人口減少社会において
も魅力ある”選ばれる地域”となるため、未来を担う女
性・若者のウェルビーイングに焦点を当てたまちづくり
勉強会

団体 地域振興局 南信州地域振興局

33 シニアの居場所づくり支援事業

高齢者をはじめとした多世代の人々が「人とのつなが
り」を実感できる居場所づくりを促進する。
・「まちの縁側講座」の開催
・「シニアの居場所通信」の発信

団体、ＮＰＯ等
地域振興局
健康福祉部

北アルプス地域振興
局
大町保健福祉事務所

34
長野地域版2050ゼロカーボン普及
啓発事業

　イベント出展やキャンペーンによる「2050ゼロカーボ
ン」の情報発信

地域住民等、ＮＰＯ法人 地域振興局 長野地域振興局

35
地元高校生向け「学び」「起業」支援
事業

県立大CSI及び高校と連携し、高校生を対象としたワー
クショップ等を開催し探究的な学びの機会を提供。

大学、教育機関 地域振興局 北信地域振興局

No
新規
事業

事業名 内容 共創の相手方 担当部局 担当課（室）

1 ●
長野県県民文化会館ネーミングライ
ツ

施設の愛称：ホクト文化ホール ホクト株式会社 総務部 財産活用課

2 ●
長野県松本文化会館ネーミングライ
ツ

施設の愛称：キッセイ文化ホール キッセイ薬品工業株式会社 総務部 財産活用課

3 ● 森林学習館ネーミングライツ 施設の愛称：八十二森のまなびや 株式会社八十二長野銀行 総務部 財産活用課

4 ●
長野県菅平薬草栽培試験地ネーミ
ングライツ

施設の愛称：長野県薬剤師会薬草の森りんどう～菅平
薬草栽培試験地～

一般社団法人長野県薬剤師
会

総務部 財産活用課

5 ●
歩道橋（長野市御幣川横断歩道橋）
ネーミングライツ

施設の愛称：前田製作所前横断歩道橋 株式会社前田製作所 総務部 財産活用課

6 ●
歩道橋（長野市布施高田横断歩道
橋）ネーミングライツ

施設の愛称：ミニミニ前横断歩道橋 株式会社チンタイバンク 総務部 財産活用課

7 ●
歩道橋（佐久市石神第一横断歩道
橋）ネーミングライツ

施設の愛称：安土倍組デザイナーズガーデン前横断歩
道橋

株式会社安土倍組 総務部 財産活用課

8 ●
松本平広域公園総合球技場（アル
ウィン）ネーミングライツ

施設の愛称：サンプロアルウィン 株式会社サンプロ 総務部 財産活用課

9 ●
松本平広域公園やまびこドーム
ネーミングライツ

施設の愛称：アイネットやまびこドーム 株式会社アイネット 総務部 財産活用課

10 ●
飯田運動公園県営飯田野球場ネー
ミングライツ

施設の愛称：綿半飯田野球場
綿半ホールディングス株式会
社

総務部 財産活用課

11 ● 入山辺県有林ネーミングライツ 県有林の愛称：成城学園ふるさとの森 学校法人成城学園 林務部 森林づくり推進課

No
新規
事業

事業名 内容 共創の相手方 担当部局 担当課（室）

1
信州地震等災害保険・共済加入促
進協議会

信濃毎日新聞にて地震保険・共済の加入促進を呼び
かける広告を掲載、YoutubeにてWEB動画CMを実施。
日本損害保険協会主催の防災セミナーを共催。

日本損害保険協会関東支部
長野損保会、全国共済農業協
同組合連合会長野県本部、全
労済長野県本部、長野県損害
保険代理業協会、長野県農業
共済組合連合会、生活協同組
合コープながの共済センター

危機管理部 危機管理防災課

【④県が構成員の一部となる協議体（プラットフォーム等）】（15件）

【③財産の活用（ネーミングライツ、PPP/PFIを含む）】（11件）

3 



No
新規
事業

事業名 内容 共創の相手方 担当部局 担当課（室）

2
信州次世代空モビリティ活用推進協
議会

R5年9月、山岳県として移動や物流等の制約・課題が
存在する信州において、産学官等の関係主体が相互
に連携・協力し、ドローンや空飛ぶクルマ等の「次世代
空モビリティ」を社会実装し、「空の産業革命」「空の移
動革命」を早期実現することを目的に、「信州次世代空
モビリティ活用推進協議会」を設立。R6年3月に策定し
た『信州「空モビリティ×山岳高原イノベーション」創出
ビジョン・ロードマップ』を踏まえ、ドローンや空飛ぶクル
マ、社会受容性・人材育成の３つのWGにおいて、各
テーマに基づき検討を実施。

R7/3/27現在165団体参加（教
育機関4団体、民間企業・団体
129団体、県内自治体24団
体、国機関3団体、県外自治
体5団体）

企画振興部 DX推進課

3 ○
私のアクション！未来のNAGANO創
造県民会議

急激な人口減少による問題に、オール信州で取り組む
ため、行政や産業界、地域、県民など多様な主体の参
加により2024年12月23日設立。
信州未来共創戦略のテーマについて、プロジェクト化
し、会員の共創で企画・実行

県民会議会員 企画振興部 総合政策課

4
地域基幹産業を再定義・創新する人
材創出プログラム「ENGINE]

社会変化に対応しながら地域の成長に応えられる人材
の養成、若者の定着、活力ある個性豊かな地域社会の
形成と発展に向けた取組を産学官が連携して実施

信州大学、富山大学、金沢大
学、富山県、石川県、経済団
体等

県民文化部 県民の学び支援課

5 フードドライブ統一キャンペーン

食料に困っている方や信州こどもカフェを支援するた
め、フードドライブ統一キャンペーンを開催し、県庁・合
同庁舎内でフードドライブを実施
（次世代サポート課、地域福祉課、資源循環推進課が
共催）
構成団体の協力によりキャンペーンのCMを製作し放映

フードドライブ活動法人
（NPO法人等）

県民文化部 次世代サポート課

6

健やか佐久プロジェクト
～知ろう！食べよう！体を動かそ
う！みんなで楽しく健康づくり・フレイ
ル予防～

今後増加が見込まれる高齢者が健康的に長生きする
ために、連携推進のための会議の開催、健康づくり・フ
レイル予防・運動習慣定着のための啓発活動、住民主
体活動の支援のためを行う。

企業、さくっと「ずく出す」ネット
ワーク会議（身体活動、高齢
者関連団体等）、食育推進連
絡会議構成機関・団体（教育
機関、食育ボランティア団体
等）

健康福祉部
教育委員会

佐久保健福祉事務所
東信教育事務所

7 ○
「私のアクション！未来のNAGANO
創造県民会議」ユースセンタープロ
ジェクトチーム

信州未来共創戦略に基づくアクションとして、ユースセ
ンターの設置促進を加速化するため、令和７年８月に
「私のアクション！未来のNAGANO創造県民会議」内に
プロジェクトチームを立ち上げ、県内に設置を進めてい
くユースセンターの機能・役割の整理やユースワーカー
の確保策等について検討

市町村、ユースセンター運営
団体　等

県民文化部 次世代サポート課

8 信州ITバレー構想推進事業
長野県産業振興機構にコーディネータ等を配置し、信
州ＩＴバレー推進協議会の運営や情報発信・プロモー
ションを実施

長野県産業振興機構、事業
者、商工団体、市町村

産業労働部 産業立地・IT振興課

9 「おいしい信州ふーど」キャンペーン
「おいしい信州ふーど」を始めとした県産農産物の地産
地消を推進する。

「おいしい信州ふーど」
キャンペーン推進委員会

農政部
農業政策課
農産物マーケティング
室

10 信州Green電源拡大プロジェクト
電気料金収益の一部を活用して、長野県企業局等の
水力発電所等の開発支援等を行う

キッセイ薬品工業株式会社
株式会社キッツ
ＫＯＡ株式会社
セイコーエプソン株式会社
株式会社八十二銀行
株式会社ユウワ
中部電力ミライズ株式会社

企業局 電気事業課

11 ○
子どもの学びをトコトン支える県民
の会

行政、教育、学校、産業、大学、保護者等、多様な立場
の関係者が一堂に会し、学校現場の業務実態に係る
意見交換を通して、子どもの学びをみんなで支える機
運を醸成するため、「子どもの学びをトコトン支える県民
の会」会議を開催。
会議を経て、「『子どもの学びをトコトン支える県民の
会』共同宣言」を発出。

一般財団法人長野県交通安
全協会、公益社団法人信濃教
育会、信州大学、信州学び円
卓会議、長野県、長野県警察
本部、一般社団法人長野県経
営者協会、長野県中小企業団
体中央会、一般社団法人長野
県商工会議所連合会、長野県
商工会連合会、長野県高等学
校長会、長野県高等学校PTA
連合会、長野県公民館運営協
議会、長野県市長会、長野県
市町村教育委員会連絡協議
会、長野県小学校長会、長野
県私立中学高等学校協会、長
野県中学校長会、長野県町村
会、長野県特別支援学校校長
会、長野県PTA連合会、長野
県養護学校PTA連合会、松本
大学

教育委員会 教育政策課

12
長野県いじめ問題対策連絡協議会
の設置

「長野県いじめ防止対策推進条例」第11条の規定に基
づき、関係する機関及び団体が連携を図り、いじめの
防止等の対策を協議する。

いじめ防止ながの県民ネット
ワーク、長野県PTA連合会

教育委員会 心の支援課

13 ○
We Are Astra！～長野県の明日を
切り拓くトラベラーズ～

県内の経済・産業・教育など多様な団体と連携し、次代
の長野県を担う児童生徒を育成する新たな教育事業と
して「We Are Astra!～長野県の明日を切り拓くトラベ
ラーズ～（信州未来の担い手育成支援事業）」の実施を
計画。子どもたちが国内外での体験を通じて課題発見・
解決力やグローバルな視野を育むことを目指している。
令和7年度は、令和8年度の本格実施に向けて、多様な
団体で実行委員会を構成し、事業の方向性や実行計
画について議論した。

長野県小学校長会、長野県中
学校長会、長野県特別支援学
校長かい、信濃教育会、長野
県経営者協会、長野県中小企
業団体中央会、長野県商工会
議所連合会、長野県商工会連
合会）

教育委員会 学びの改革支援課

14 にぎやかな森プロジェクト

持続的な森林経営に向けて上田地域の森林の付加を
高めるため、調査研究・評価により東信カラマツや森林
に係るデータの見える化を図り、その成果を地域林業
経営者等に普及啓発する。

筑波大学山岳科学センター、
NPO法人やまぼうし自然学
校、信州上小森林組合、一社)
長野県林業コンサルタント協
会

地域振興局 上田地域振興局

4 



No
新規
事業

事業名 内容 共創の相手方 担当部局 担当課（室）

15 北信州農業道場

青年などの新規就農者のほか、定年帰農などの多様
な農業者を対象に農業基礎と専門的知識・技術の習得
及び課題解決能力を高めるため、市町村、ＪＡ、農業委
員会等の関係機関・団体と一緒に取り組む「北信州農
業道場」を運営し、地域の将来を担うリーダー的農業者
を育成する。

民間、市町村、市町村農業委
員会

地域振興局
北信地域振興局
北信農業農村支援セ
ンター

No
新規
事業

事業名 内容 共創の相手方 担当部局 担当課（室）

1 ○
共創推進事業「長野県共創セッショ
ン」

本県との共創に関わりのある企業等の皆様と「共創」の
様々な事例を学び合うとともに、相互に顔の見える関係
を構築し、今後の連携を円滑に行うきっかけとすること
を目的として開催。
民間企業と連携し、本県における共創事例を発信した
ほか、「モクテルワークショップ・地域版」（「共創」という
概念を五感を使って体感的に学び合うことを通じて、参
加者同士のコミュニケーション活性化し、チームビル
ディングの強化を促すことができるプログラム）を長野
県で初開催。

セイコーエプソン株式会社
一般社団法人nicollap
大塚製薬株式会社
株式会社セブンイレブン・ジャ
パン
アサヒビール株式会社
株式会社point0

企画振興部 広報・共創推進課

2
洪水予測データの利活用等に関す
る共同研究

平時の治水対策と有事の水害対策を統合した流域治
水の実現を目指し、洪水予測データの利活用や、長野
県が保有する水位等のデータを利活用した洪水予測の
精度向上等についての共同研究を2021年10月より実
施。

JAXA、東京大学、名古屋大
学、あいおいニッセイ同和損
害保険、京都大学、九州大
学、名古屋工業大学、Gaia
Vision、三井住友海上火災保
険、ミチクリエイティブシティデ
ザイナーズ、日本放送協会、
大日本ダイヤコンサルタント、
MS&ADインターリスク総研、大
阪大学、災害モンスター研究
所、茨城大学、三井共同建設
コンサルタント

企画振興部 DX推進課

3
WaaS共創コンソーシアム（ウェルネ
ス・サイクルツーリズム実証）

2023年4月にWaaS共創コンソーシアムに入会。産学官
でサイクリングによる心身の健康と精神の充実を観光
に活用し、地域消費を促す実証実験に参加。
2023年11月、自転車やサイクルバス等の交通手段を活
用し、地域産品の飲食や温泉入浴を促す実証を飯山
市、野沢温泉村及び周辺地域で実施。地元の学生や
関係者がモニターとして30名参加。
2024年5月中旬から6月上旬にかけて、自転車やサイク
ルトレイン、サイクルバスの交通手段を活用し、地域産
品の飲食や温泉入浴を促す実証を飯山市周辺で実
施。関係者、学生及び一般の方がモニターとして50名
参加。
令和７年度は県が関わる実績は無し

令和5年度：
JR東日本、ジェイアール東日
本企画、TOPPAN、飯山市、
奈良県立医科大学、長野県立
大学、長野工業高等専門学
校、野沢温泉マウンテンリゾー
ト観光局
令和6年度：
JR東日本、ジェイアール東日
本企画、飯山市、奈良県立医
科大学、長野工業高等専門学
校

企画振興部 DX推進課

4
WaaS共創コンソーシアム（回復ガス
トロノミー実証）

2024年6月、サイクリングでの移動を通してガストロノ
ミーな要素を体験する観光モデルの開発と、県内に在
住する学生の地域活躍モデルの創出を目指し、将来的
な観光振興や地域活性化につなげるための実証を飯
山市、野沢温泉村及びその周辺地域で実施。関係者が
モニターとし15名参加。令和７年度は県が関わる実績
は無し

JR東日本、ジェイアール東日
本企画、野沢温泉マウンテン
リゾート観光局、長野県立大
学、奈良県立医科大学、
SONY、発酵バレーNAGANO

企画振興部 DX推進課

5
WaaS共創コンソーシアム（アグリス
ポーツ健康経営実証）

2024年7月、9月、農業×スポーツ×移動×デジタルに
より、農業とスポーツとの親和性を活用し、地場産業活
性化を目指す地方自治体と健康経営を志向する企業
の相互共創関係を生み出し、その有用性を検証するた
めの実証を飯綱町で実施。関係者がモニターとして13
名参加。令和７年度は県が関わる実績は無し

JR東日本、ジェイアール東日
本企画、アシックス、飯綱町、
みみずや、長野工業高等専門
学校、奈良県立医科大学、飯
山市、JR商事、OMRON、日本
総合研究所、ヤンマーHD、
TOPPAN、ADL

企画振興部 DX推進課

6
WaaS共創コンソーシアム（「新たな
体験価値による駅・まちの魅力向
上」に関する実証実験）

2024年11月、りんごの品種やりんごを使った商品、味の
特徴や食感、美味しい食べ方を生産者(飯綱町)からAR
グラスを通して紹介することで、商品の理解を深め、さ
らに試食を行い、購買意欲や行動変容につなげる実証
をJRE MALL Café（JR横浜駅改札内）で実施。約3週間
で延べ543名が体験。令和７年度は県が関わる取組は
無い

JR東日本、JR東日本商事、ソ
フトバンク、飯綱町

WaaS窓口：企画振興部
参加主体：産業労働部

WaaS窓口：DX推進課
参加主体：営業局

7
WaaS共創コンソーシアム（「遠隔五
感体験再現によるUXと購買意欲向
上」に関する実証）

2025年1月、長野県戸隠地区で感じられる感覚を遠隔
地で体感できる新しいバーチャル技術を使い、「遠隔観
光体験」と「味わう体験」を提供し、観光振興と地域産品
の購買促進を目的とした没入型遠隔観光体験の実証
を銀座NAGANOで実施。 5日間で延べ116名が体験。
令和７年度は県が関わる実績は無し

JR東日本、NEC、ビーマップ
WaaS窓口：企画振興部
参加主体：産業労働部

WaaS窓口：DX推進課
参加主体：営業局

8
WaaS共創コンソーシアム（植栽によ
るCO2吸収・固定ショーケースとして
の駅実証）

2023年4月にWaaS共創コンソーシアムに入会。駅周辺
を活用したCO2吸収量の多い植栽の選定等の実証に
参加。
2023年7月～9月、松本駅前広場に「緑のくつろぎスポッ
ト」を設置。CO2吸収効果を定量的に分析する実証を実
施。
2023年12月、植栽を行う際の課題となるムクドリ対策に
ついて、信州大学の中村名誉教授による講演会を開催
し、対策方法を県内関係者に共有した。
2024年夏、街路樹の強剪定によらない行政・市民が継
続的に実施できるムクドリのネグラ追い払い手法の確
立と、強剪定をやめることによる街路樹の二酸化炭素
吸収期待量を検証する実証を、長野市及び松本市にて
実施。
令和７年度は県が関わる実績は無し

JR東日本、国際経済研究所、
日本総合研究所、長野市、松
本市

WaaS窓口：企画振興部
参加主体：建設部

WaaS窓口：DX推進課
参加主体：都市・まち
づくり課

9 下水汚泥肥料化検討事業
犀川安曇野流域下水道終末処理場から発生する下水
汚泥について、肥料としての利用の可能性を検証する
ため、作物育成への効果の確認等を行う。

南安曇農業高等学校 環境部 水道・生活排水課

【⑤実証実験】（12件）
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No
新規
事業

事業名 内容 共創の相手方 担当部局 担当課（室）

10 ユニバーサルツーリズム推進事業

県と包括連携協定を締結する信州大学との共同実施
により、ユニバーサルツーリズムに係る専門知識を持
つ人材の育成(６名)、及び県内小・中・特別支援学校等
と連携した学習旅行の実証事業(７校９件)を実施。

信州大学 観光スポーツ部

11 ○
深度カメラとＡＩを用いた牛の体型測
定システムの実用化

株式会社エプソンと共同で牛舎通路上を歩く牛の背中
を深度カメラで撮影することで、画像からＡＩが個体を識
別し、ボディーコンディションスコア、体重及び体高等を
推定するシステムを開発し、販売する。

セイコーエプソン株式会社 農政部
農業技術課
畜産試験場

12 環境産業見本市
管内地域企業が持つ環境や社会に配慮した商品の展
示会及び商談会

企業・団体 地域振興局 南信州地域振興局

No
新規
事業

事業名 内容 共創の相手方 担当部局 担当課（室）

1 ○
東急本社での「包括連携お知らせイ
ベント」の実施

令和7年2月18日に長野県と東急株式会社が包括連携
協定を締結したことを、東急グループの社員の方に
知っていただき、様々な共創事業に繋げていくために、
渋谷にある東急株式会社本社においてお知らせイベン
トを実施。当日は、県庁内の様々な課（営業局、企業
局、産業技術課、県産材利用推進室）や、東京事務
所、銀座NAGANO、上田地域振興局、上伊那地域振興
局といった現地機関に加え、青木村、喬木村、信州サ
ウナ同盟などの協力を得て、様々なブースを設営。合
計250人程度の来場者があり、長野県との繋がりを認
識していただいた。

東急株式会社、青木村、信州
サウナ同盟

企画振興部 広報・共創推進課

2
「韓国文化の日in松本」
【大学生国際交流リーダー育成事
業】

韓国教育院との共催で、長野県民が韓国文化に接する
機会を創出し、両国の友好交流及び異文化理解を目的
として、伝統芸能やKPOPの公演、韓国料理やカリグラ
フィー等体験できるイベントを開催。また協約を提携し
ている江原特別自治道やソウル特別市の観光PRも実
施。

県内大学生
民団長野県本部
長野韓国教育院

企画振興部 国際交流課

3 長野県版エシカル消費の啓発

・事業者と協働した店頭でのスイングPOPの掲示等の
啓発
・ポイント付与による「エシカルな商品」の購入促進、大
学生と協働した「エシカルMAP」の作成

事業者、長野県立大学等 県民文化部
くらし安全・消費生活
課

4
働き盛り世代による特殊詐欺撲滅プ
ロジェクト

県の認証を取得した企業・団体・法人等に対して県が
情報・啓発資料提供等の支援を行い、当該企業等が特
殊詐欺被害防止活動を実施（H28から実施）

企業、団体、法人等 県民文化部
くらし安全・消費生活
課

5
人権×長野美専　人権ポスター制
作

長野美術専門学校と連携して、人権をテーマにしたポ
スターデザインプロジェクトを実施する。

長野美術専門学校 県民文化部 人権・男女共同参画課

6 ● 熱中症対策啓発

熱中症のリスクから県民の皆様の命と健康を守るた
め、熱中症対策の啓発を実施。
①熱中症対策ポスターの制作・配付
②コンビニの広報ツールを活用した熱中症対策のポイ
ント等の配信

①②大塚製薬㈱
②㈱セブン-イレブン・ジャパ
ン、㈱ファミリーマート

健康福祉部 健康福祉政策課

7
（信州ACE(エース)プロジェクト推進
事業）
健康に配慮した食環境整備事業

県庁食堂において、県立大学生による健康に配慮した
メニュー提供と健康づくり・食育情報発信（卓上メモの設
置）を実施

長野県立大学生 健康福祉部 健康増進課

8
長野県がん対策推進企業等連携協
定に基づく事業

県が作成する啓発物品や関係機関から提供される物
品を希望する協定企業に送付し、従業員や顧客に配布
してもらい、がん検診の受診啓発、がんに対する正しい
知識を提供する。

アフラック、長野朝日放送をは
じめとした企業等538社と77市
町村

健康福祉部 疾病・感染症対策課

9
「リレー・フォー・ライフ・ジャパン2025
信州長野」における講演会の開催

リレー・フォー・ライフ・ジャパン2025信州長野と連携し、
がん検診の受診啓発を実施した。

任意団体 健康福祉部 疾病・感染症対策課

10 ○
がんと向き合う週間における啓発活
動

イオンモール松本内でがん検診の受診啓発や肝炎に
係る啓発を実施した。

民間企業、病院 健康福祉部 疾病・感染症対策課

11 観光物産展開催事業
都市圏で観光物産展を開催し、信州の特産品や伝統
工芸品の販売・ＰＲを実施し、物産振興を図る。

特定非営利活動法人信州・長
野県物産振興協会

産業労働部 営業局

12 森林(もり)の里親促進事業
県が仲人となり、地域と企業を結びつけて森林整備を
推進する中で、新たに都市や地域のＮＰＯ等との連携
による事業の推進を図る。

ＮＰＯ、集落、森林関係団体等 林務部 信州の木活用課

13 燃料電池自動車の普及啓発活動

燃料電池自動車の普及啓発に関する協定書に基づ
き、以下の取組を実施
・ＦＣＶの走行データの記録・集積・分析
・ＦＣＶへの水素供給

オリオン機械株式会社
ユーグループ
株式会社ＮＡＧＡＮＯ　ＳＰＩＲＩＴ

企業局 電気事業課

14
信州もみじ湖発電所を活用した観光
振興

信州もみじ湖発電所に設置したデジタルサイネージへ
の町の観光情報の掲示、観光イベントへの協力などを
行う。

箕輪町 企業局 南信発電管理事務所

15 金峰山川発電所の活用

発電所が末永く地域に親しまれ、地域の振興にも寄与
できるよう、将来を担う地域の子どもたちから名称を公
募する。
名称公募を通じ、子ども達には新規発電所の完成につ
いて、保護者には加えて長野県電気事業の活動を広
報する。

川上村 企業局 北信発電管理事務所

16 森泉湯川発電所の活用

発電所が末永く地域に親しまれ、地域の振興にも寄与
できるよう、将来を担う地域の子どもたちから名称を公
募する。
名称公募を通じ、子ども達には新規発電所の完成につ
いて、保護者には加えて長野県電気事業の活動を広
報する。

御代田町 企業局 北信発電管理事務所

17 「旅する本箱」
テーマごとに選ばれた本が並ぶ本箱を、県内４施設（病
院、駅、ゲストハウス、書店＝旅先）に設置し、読んだ人
の感想・コメントと共に巡回する。

Learn by Creation NAGANO
実行委員会

教育委員会 生涯学習課

【⑥プロモーション系】（32件）
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No
新規
事業

事業名 内容 共創の相手方 担当部局 担当課（室）

18 ○
若者向け佐久地域企業PRブックの
作成

佐久地域出身の若者に地元回帰を意識してもらうた
め、佐久地域で働く魅力をPRする冊子を作成し、二十
歳のつどい等で配布した。冊子の作成にあたっては、
女性や若者の活躍を推進する企業等や、そこで働く若
者の生の声を紹介した。

企業、各種団体 地域振興局
佐久地域振興局企画
振興課

19
佐久平プレメディカルケア産業創出
事業

地域の企業と医療・福祉機関との連携によるプレメディ
カルケア分野での新たな製品の試作開発と事業化に向
けた販路開拓を支援するとともに、事業の取組をＰＲす
るため、国際福祉機器展にブースを出展し、プロジェク
トで試作された開発品に関する市場調査を行った。

企業、各種団体 地域振興局
佐久地域振興局商工
観光課

20
佐久地域農畜産物地消地産推進事
業

佐久産農畜産物の流通促進のため、軽井沢町の宿泊
施設関係者に対し佐久地域産プルーンの活用を働きか
けた。また、佐久地域産農産物を使用したレシピや調
理動画の作成・発信等を行った。加えて、農産物直売
所の活性化のため、直売所交流会を開催した。

農畜産物生産者、農産物直売
所、宿泊施設、各種団体

地域振興局
佐久農業農村支援セ
ンター

21
生食プルーンの美味しさを佐久地域
から発信！

生食プルーンの認知度向上及び魅力発信のため、佐
久地域内のパティスリー等が参加する、プルーンを活
用したメニューを楽しんでもらうスタンプラリー形式イベ
ントを開催するとともに、SNSやリーフレットを活用した
広報を実施した。

プルーン生産者、ケーキ店 地域振興局
佐久農業農村支援セ
ンター

22 ○
狩猟者育成のための狩猟体験・魅
力発信事業

有害鳥獣捕獲の担い手確保を図るため、今後野生鳥
獣の捕獲活動に参加する意思のある者等を対象に、わ
な猟や銃猟体験、ワークショップを開催した。

一般社団法人、地元関係者 地域振興局
佐久地域振興局林務
課

23 ●
移住者や関係人口等の増加と空き
家利活用促進に向けた情報発信事
業

地域の空き家利活用事例やノウハウその他地域情報
等を軸とした情報発信を行い、移住者や関係人口増加
につなげ、地域の維持や活性化を地域住民が一丸とな
り取り組む機運を醸成するきっかけをつくる。地方での
暮らしや空き家の活用、不動産取得を考え始める10代
～40代をメインターゲットに、ポッドキャスト（Spotify、
YouTube）により空き家活用の可能性や実例、地域情
報、移住にまつわるあれこれ、不動産取得に係るノウ
ハウ等を定期配信する。

まわり不動産株式会社 地域振興局 上田地域振興局

24 「諏訪湖の日」普及事業
「諏訪湖の日」をさらに地域住民に周知し普及啓発する
ために、フォーラムの開催、イベントの募集や、アクリル
スタンドの作成、ガイドブックの作成等を実施する。

諏訪湖創生ビジョン推進会議 地域振興局 諏訪地域振興局

25 ●
日本なしを使ったお菓子キャンペー
ン

南信州日本なし産地再生プロジェクトの一環として、製
菓店等とタイアップし、南信州地域の日本なしを使用し
た菓子や料理の商品化に取組み、商品と店舗紹介の
マップを作成.

製菓店等 地域振興局
南信州地域振興局農
業農村支援センター

26 ● 南信州ファーマーズマーケット

南信州伝統野菜協議会による、伝統野菜の直売や伝
統野菜を使った製品の販売会。地元飲食店や下伊那
農業高校と連携して、当日の販売や商品の開発を行
う。

企業・団体 地域振興局
南信州地域振興局農
業農村支援センター

27 ● 南信州伝統野菜フェア
南信州管内で栽培される伝統野菜の販売会。生産者
や、大学生などが参加し伝統野菜等を販売。

団体 地域振興局
南信州地域振興局農
業農村支援センター

28
御岳県立公園の国定公園化推進事
業

御岳県立公園の国定公園化に向けた地元の機運醸成
のための事業の一環として、自動車に貼り付けて宣伝
広告するためのマグネットシートを作成した。長野県、
木曽管内６町村の公用車だけでなく、バス事業者やタク
シー事業者等の理解を得て、バス、タクシーにマグネッ
トシートを貼っていただき、協働で機運の醸成を図って
いる。

関係団体・地元事業者等 地域振興局 木曽地域振興局

29
木曽地域木材産業振興対策推進事
業

ヒノキ、カラマツ等地域材の高付加価値化を図るため、
原木での強度測定・仕分け等の流通改善を実証すると
ともに、木曽産材の強み（良さ）等についての情報発信
を行う。
全国規模で開催された「ウッドコレクション2024」に協働
で出展し、木曽産材、製材品等の啓発活動も行った。

関係団体・地元事業者等 地域振興局 木曽地域振興局

30 木曽の伝統食材「すんき」のPR事業

木曽の伝統食材「すんき」の食文化の継承と地域住民
へのPRのため、すんき料理コンクールを開催し、小学
生、高校生のほか一般の方、飲食店等事業者などと協
働で「すんき」のPRを行った。
また、飲食店、宿泊事業者と協働で、すんき料理の提
案会を開催し、PRを行った。

教育機関
地元事業者
関係団体

地域振興局 木曽地域振興局

31
北アルプスの麓で暮らし・働く大相
談会

地方回帰の流れを捉え、北アルプス地域に関心を持つ
方をターゲットに、首都圏におけるイベントを開催
・北アルプス連携自立圏との共催により、北アルプス圏
域の移住相談会を開催

先輩移住者、関係団体、企業 地域振興局
北アルプス地域振興
局

32 北信州おいしい食材フェア2025
北信地域農畜産物を活用した料理を通年で紹介、PR
するフェア等の開催。

民間、市町村、教育機関 地域振興局
北信地域振興局
北信農業農村支援セ
ンター

No
新規
事業

事業名 内容 共創の相手方 担当部局 担当課（室）

1
避難所の生活環境向上に係る体験
研修会

避難所における避難者の生活環境を向上させるため、
災害時の円滑な物資管理体制を学び、環境向上に資
する製品等の展示・体験する研修会を開催。

民間16企業、（一社）ながの移
動販売つなぎ局

危機管理部 危機管理防災課

2
「信州 火山防災の日」推進事業
御嶽山火山マイスター出前講座

松本市で開催の日本火山学会秋季大会を「信州 火山
防災の日」関連イベントと位置付け、団体（企業）展示
の出展や公開講座の一部に参画。

御嶽山火山マイスター 危機管理部 危機管理防災課

3 防災人材育成モデル地区形成事業

・住民主体の共助による避難対策・避難所運営といった
体制の構築、地域の防災リーダーとなる人材の育成の
ためワークショップや訓練の実施。
・「猪の満水」災害デジタルアーカイブサイトの維持管
理、研修会等での活用。

信州大学 危機管理部 危機管理防災課

【⑦その他事業】（84件）
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No
新規
事業

事業名 内容 共創の相手方 担当部局 担当課（室）

4
郵便局へのポスター掲出・ポストへ
のステッカー貼付

長野県地震防災対策強化アクションプランに関する取
組の一環として、「情報孤立の発生防止」及び「自助の
呼びかけ」に向けたポスター・ステッカー掲出を実施。
（ポスターはR7.2末までで終了、ステッカーはR9までを
予定）

日本郵便 危機管理部 危機管理防災課

5 共創推進パートナー制度

民間等の外部人材を活用し、「対話と共創の県政」の実
現に向けて、県職員への共創マインドの浸透・定着をさ
らに進める取組として実施。外部専門人材として、長野
県官民共創プロデューサー、長野県新時代行政政策研
究フェローを委嘱し、事業構築や実施段階における助
言等を受けた。

民間人材 企画振興部 広報・共創推進課

6
長野県多文化共生相談センター設
置事業

長野県多文化共生相談センターにおいて外国籍者等
（外国人県民）から受けた相談のうち、弁護士へつなぐ
ことが有効だと判断したものについては相談者を弁護
士会に案内。弁護士会で法律相談の場を調整し、初回
の相談については無料とする。

長野県弁護士会 県民文化部 県民政策課

7 東京藝術大学連携事業
東京藝大との連携協定に基づき、クリエイティブな人材
をアートの力で育て、ひきつけるための環境づくりを推
進

国立大学法人　東京藝術大学 県民文化部 文化振興課

8
「女性から選ばれる長野県を目指す
リーダーの会」運営事業

女性の職業生活における活躍の推進に向けて、県内
企業・法人、自治体のリーダーが自ら集い、情報や課
題を共有して、意識改革、行動変容につなげる。

企業・法人、自治体 県民文化部 人権・男女共同参画課

9 青少年サポーター事業

「子どもを性被害から守るための条例」施行に伴い、県
民運動の活性化のため、県民や団体と協働し、あいさ
つ運動や子どもの居場所づくりなど県民の意識向上の
ために活動する者をサポータに委嘱し、地域における
青少年健全育成活動を展開した。

県民（ボランティア）
団体

県民文化部 次世代サポート課

10 動物ふれあい訪問事業

動物愛護センターハローアニマルが実施する学校や社
会福祉施設等を対象とした動物訪問活動、動物ふれあ
い活動、犬猫飼い方教室、動物愛護フェスティバル等
の各種活動のボランティアスタッフを依頼する。

動物愛護センターボランティア
長野県動物愛護会

健康福祉部 動物愛護センター

11
県庁ワゴンカフェ及びピロティにおけ
る障がい者施設共同販売会

障がい者の社会参加・就労訓練の場として、県庁舎を
活用した販売機会を提供。コーヒー・パン・クッキーなど
の移動販売（平日毎日）及びキーホルダー・バック等の
小物や農産物、加工品等の自主製品の販売会（月２
回）を実施している。

特定非営利活動法人長野県
セルプセンター協議会

健康福祉部 障がい者支援課

12 信州環境カレッジ

県内各地域で開催される環境教育イベントの情報を一
元化して発信し、自然環境の保全や持続可能な社会を
支える人づくりを推進するとともに、環境教育の機会を
提供する団体等の活動を支援

民間団体、NPO、市町村等 環境部 環境政策課

13 くらしふとカンファレンス

2050ゼロカーボンに向けた一人ひとりの行動を地域に
拡げるため、深刻化する気候変動に対し、企業・行政・
県民などのあらゆる立場でどう連携して取組を加速化
できるか、ゲストスピーカーとの対話を通じて考えるカン
ファレンス。

民間企業、大学、ＮＰＯ法人、
市町村等

環境部 ゼロカーボン推進課

14 くらしふとmeetup!
ゼロカーボンに向けた活動の裾野を広げるためのセミ
ナー、ディスカッション、交流会を様々な業界・分野の方
と共同企画し各地で開催

民間企業、大学、ＮＰＯ法人、
市町村等

環境部 ゼロカーボン推進課

15 ゼロカーボンミーティング
地域振興局ごとに県民、企業・団体、自治体等の多様
な主体が一体となり講演会や意見交換会、体験会等を
実施

県民、企業・団体、自治体等 環境部 ゼロカーボン推進課

16 長野県地球温暖化防止活動推進員

地球温暖化防止活動に関して意欲のある県民を推進
員として委嘱し、普及啓発、情報提供、住民講習会の
講師等の取組を通じて県民の地球温暖化防止活動の
理解と行動を促す。

県民（ボランティア） 環境部 ゼロカーボン推進課

17 小水力発電キャラバン隊
地域主導型の小水力発電事業を普及・推進するため、
庁内関係部局・関係団体が連携した組織を設置し、事
業者への専門的・具体的な支援を実施

県土地改良事業団連合会 環境部 ゼロカーボン推進課

18 家庭の省エネサポート制度

家庭における省エネ・節電の取組を直接支援するた
め、民間事業者（エネルギー供給事業者等）が県民と
接する機会を活用し、省エネアドバイスや省エネ診断を
実施。

エネルギー供給事業者等 環境部 ゼロカーボン推進課

19 建築物の省エネ改修サポート制度
既存建築物の省エネルギー改修を促進するため、既存
建築物のエネルギー性能等に関する簡易診断を行い、
具体的な省エネ改修の検討に必要な情報を提供する。

建築事業者・業界関係団体 環境部 ゼロカーボン推進課

20 アレチウリ駆除
民間団体・市町村職員・県職員の協働により、河川区
域に拡大し繁茂し続ける特定外来生物アレチウリの駆
除活動を実施

民間団体等 環境部 水大気環境課

21 ホットスポット保全活動支援事業
緊急的な対策を必要とするホットスポットに対して、県
民等との協働による保護対策を実施

企業、自然保護団体等 環境部 自然保護課

22 流域下水道における下水熱利用
未利用エネルギーである下水熱について民間事業者
が利用できる仕組みをつくり、その利用を通じて省エネ
やＣＯ２削減を図る。

(株)シーエナジー 環境部 水道・生活排水課

23
生物多様性保全パートナーシップ協
定の締結

企業と自然保護団体等による保護・保全活動の実施 企業、自然保護団体等 環境部 自然保護課

24 ●
ながの子育て家庭優待パスポート
事業

子育て家庭を対象に「ながの子育て家庭優待パスポー
ト」を交付し、子育て家庭を応援するお店（協賛店舗・企
業等）にてパスポートを提示することで、料金の割引な
ど各種サービスを受けることができる取組。

市町村、県内企業等 県民文化部 次世代サポート課

25 ● ながの結婚応援パスポート事業

新婚夫婦や結婚等を予定しているカップルを対象に「な
がの結婚応援パスポート“ennpass”」を交付し、結婚を
応援するお店(協賛店舗・企業等)に“ennpass”を提示す
ることで、料金の割引等の特典サービスを受けることが
できる取組。

市町村、県内企業等 県民文化部 次世代サポート課

26 ○ 信州発もったいないキャンペーン

エシカル消費の学びに取り組む松本国際中学校学究
系生徒のデザインを一部取り入れた啓発資材を作製。
県内のスーパーマーケットやコンビニ等の小売事業者
でポスター等を掲示し、食品ロスの削減を啓発。

県内小売事業者、松本国際中
学校

環境部 資源循環推進課
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No
新規
事業

事業名 内容 共創の相手方 担当部局 担当課（室）

27 食品産業技術高度化推進事業

業界団体等と協力して、品評会（清酒、みそ、信州そ
ば、甘酒、豆腐、醤油）等を開催することにより、食品の
製造技術力及び品質向上を図る。特に豆腐品評会は、
全国に先駆けて業界団体と協力して開催し、長野県産
豆腐の品質向上に貢献している。

業界団体 産業労働部 産業技術課

28
しあわせ信州食品サポーターズ倶
楽部

県内食品製造業等の競争力強化とブランド化を推進す
るため、しあわせ信州食品開発センターに関連する試
作品や商品等を県民目線で評価・検証するためのモニ
ター組織

一般県民、有識者等 産業労働部 産業技術課

29 NAGANO WINEブランド発信事業

酒類の地理的表示「長野」（GI長野）に認定されたワイ
ン等をPRする、BtoB向け試飲商談及びBtoC向けPRイ
ベント「NAGANO WINE Fes. in NAGANO 2025」等を、長
野県ワイン協会が主体として実施。

長野県ワイン協会、NAGANO
WINE応援団運営委員会

産業労働部 産業技術課

30 信州P-TECH
産業界が必要とするものづくりの技術を有したＤＸ人材
を、地元企業・高等学校・工科短大が連携して育成する
取り組み。

信州ITバレー推進協議会、コ
ンソーシアム参加企業（地元
企業）、教育委員会

産業労働部 産業人材育成課

31
ジョブカフェ信州運営事業
（若年者就労実体験チャレンジ事業
（ジョブチャレ））

未就労の若者・学生に、商店街、農業、企業等におい
て就労体験する場を提供する。

県内企業10社 産業労働部 労働雇用課

32 シューカツNAGANO応援隊

就職活動を控える学生に対して、企業の若手社員から
就職活動を最近行った先輩としての体験談やアドバイ
スなどを伝えることで、企業と県との協働で若者の県内
就職を促進する。

県内企業21社 産業労働部 労働雇用課

33 食の地域内循環推進事業
農産物直売所サミットの開催による直売所間の連携強
化等により、県産農産物の販売拠点となる直売所の発
展に向けた取組を支援する。

農産物直売所、有識者等 農政部
農業政策課
農産物マーケティング
室

34
日本郵政グループと連携した「おい
しい信州ふーど」カタログの取組

日本郵政グループとの包括連携協定に基づく連携した
取組として、「おいしい信州ふーど」カタログを県内の郵
便局等で取り扱い、県産農産物の販売を推進する。

日本郵政グループ 農政部
農業政策課
農産物マーケティング
室

35 開かれた里山整備事業

自立的・持続的な森林管理の構築を図るため、長野県
ふるさとの森林づくり条例に基づく「里山整備利用地
域」において、地域住民による里山の整備・利活用を促
進するとともに、多面的な森林資源の利活用を推進す
る。

市町村、ＮＰＯ法人、森林所有
者等の団体等

林務部
信州の木活用課
森林づくり推進課

36 ○
里山暮らしブランディングプロジェク
ト

木曽谷・伊那谷フォバレーの関連プロジェクトの１つとし
て、森林に関わる産業の魅力を語るリレートーク、地域
産材の活用促進に向けた意見交換等を行う「里山協創
Jobトーク」や小学校の総合学習において、森林の間伐
作業体験と地域産材を使った小屋づくりキットの試作等
を実施

上伊那農業高校、木曽青峰高
校、林業大学校、信州大学農
学部、林業事業体、建築事業
者　等

林務部 信州の木活用課

37 野生鳥獣救護対策事業
野生傷病鳥獣の救護に対応するため、ボランティアに
よる救護を行う。

野生傷病鳥獣救護ボランティ
ア

林務部 森林づくり推進課

38 建設技術実践プロジェクト事業
一線で活躍する技術者の指導のもと、県が提供する実
際の建設現場で、測量、設計、工事のプロセスを自ら実
践する取組

・建設系学科を有する高校
（R7は５校）
・県建設業協会、測量設計業
協会等関係団体

建設部
建設政策課技術管理
室

39 ● 建設関係資格取得支援事業
建設系業界への入職後に必要となる資格の試験準備
講座を実施する取組。産学官連携にて調整等を行い将
来を担う若者への支援を行う。

・建設系学科を有する高校
（R7は５校）
・長野県建設業協会、測量設
計業協会

建設部
建設政策課技術管理
室

40 ● 中学校出前講座
実施希望がある中学校を対象として講義やブース体験
を通じた出前講座を行い、生徒への防災意識の向上や
建設業界に関するキャリア教育を図る取組として実施。

・長野県建設業協会
・新建新聞

建設部
建設政策課技術管理
室

41 ● ジョブキッズしんしゅう

テレビ信州主催企画（産業労働部後援）にて、小学生と
その保護者を対象とした職業体験プログラムに「まちを
守るおしごと」として参画。各建設事務所（地域）にて、
職業説明や重機乗車体験等を通じ親子に業界の魅力
や役割を伝える取組。

テレビ信州 建設部
建設政策課技術管理
室

42 信州ふるさとの道ふれあい事業
ボランティアで美化運動を行う道路の里親を支援。道路
愛護意識の高揚、道路環境の向上及び地域住民の交
流を図る。

長野県内　368団体 建設部 道路管理課

43 道路愛護活動
県管理道路の清掃、草刈り、植栽の手入れ等に取り組
む団体に対し、活動中の事故による傷害に対し保険加
入。

道路愛護団体等　702団体
(アダプト関係含む)

建設部 道路管理課

44 河川愛護活動支援事業
河川における草刈や美化活動、外来種駆除活動をする
団体を登録し、その活動を支援する。

長野県内　852団体（R7） 建設部 河川課

45 「わがまちの川」美化事業
河川の美化活動等の際、人力による対応が困難な作
業（伐木、堆積土除去等）について支援する。

河川愛護団体等 建設部 河川課

46
砂防施設維持管理ボランティア活動
支援事業

長野県が管理する砂防設備、地すべり防止施設及び
急傾斜地崩壊防止施設において、草刈り及び土砂の除
去等に取り組む組織の活動を支援する。

自治会､地域住民団体（商工
会､老人クラブ､育成会等）企
業､学校､本事業実施のため
組織された任意団体

建設部 砂防課

47 木造建築担い手育成啓発事業
関係団体と連携して、大工技能者を中学校に派遣し、
木造建築の担い手である大工技能者の確保、育成を
図る。

長野県建設労働組合連合会
県内中学校（長野県技術･家
庭科教育研究会）

建設部 建築住宅課

48
横川蛇石発電所周辺環境の維持管
理

企業局の水力発電所が地域に愛され、活用されるよ
う、協定を締結して以下取組を実施
地域住民は発電所周辺の異常の点検や、草刈等維持
管理を行う。企業局はその費用を負担するとともに、災
害時等に発電所の電力を地域に供給するよう努める。

辰野町川島区源上地区 企業局 電気事業課

49
移動困難な燃料電池自動車保有者
の救済

相手方の水素ステーションが、故障・整備等により稼働
を停止し、それに伴い水素の供給を受けられずにＦＣＶ
の移動が困難になった場合、企業局の水素ステーショ
ンにおいて水素を供給する。

岩谷瓦斯株式会社 企業局 電気事業課

50
小渋えんまん発電所周辺環境の維
持管理

企業局の水力発電所が地域に愛され、活用されるよ
う、協定を締結して以下取組を実施
地域住民は発電所周辺の異常の点検や、草刈等維持
管理を行う。企業局はその費用を負担するとともに、災
害時等に発電所の電力を地域に供給するよう努める。

松川町福与区福沢自治会 企業局 電気事業課
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51 魚類の放流等水環境維持活動
地域の水環境を守りつつ再生可能エネルギーの供給
拡大を目指す協定に基づき、魚類の放流等の水環境
維持活動を行う。

天竜川漁業協同組合 企業局 南信発電管理事務所

52
西天竜発電所及びその周辺の維持
管理等

西天竜発電所の施設等の維持管理等について、企業
局、伊那市及び地域住民を含めた利活用を行う。

伊那市 企業局 南信発電管理事務所

53 災害時における避難者の支援

災害時に市民等の生命及び身体を保護するために、西
天竜発電所の施設及び設備等を切迫した災害の危機
から逃れるための施設として使用し、避難者を支援す
る。

伊那市 企業局 南信発電管理事務所

54 奈良井川清流魚放流事業
地域の環境保全の取組みの一環として、塩尻市立洗馬
小学校の協力を得て、清流魚の生態系の保全活動とし
て、清流魚の放流を実施する。

奈良井川漁業協同組合 企業局
松塩水道用水管理事
務所

55 ●
学校と社会をつなぐ連携コーディ
ネーター配置事業

社会に開かれた学校で生徒自らが問いを立て、多様な
他者と協働し課題に取り組める環境を整備するための
コーディネーターを配置する。

自治体、地域企業・団体、大
学等研究機関

教育委員会 高校教育課

56 コミュニティスクール促進事業

地域の力を取り込み、地域ぐるみで未来を担う子どもた
ちの豊かな成長を支える地域とともにある学校づくりを
すすめ、地域づくりも含めた学校と地域との連携・協働
を促進する。

地域住民 教育委員会 生涯学習課

57 デジタル機器活用プログラム
「信州・学び創造ラボ」におけるモノコトベース（メーカー
ズスペース、ファブスペース）を拠点とした、工作機器等
の活用プログラムを実施する。

①信州大学教育学部附属次
世代型学び研究開発セン
ター・FabLab長野
②株式会社アソビズム

教育委員会 生涯学習課

58
古書店との協働による「本」をめぐる
新しいサービスの実現

県立長野図書館「信州・学び創造ラボ」を起点に、図書
館と古書店双方の強みを活かし、新たなコミュニティの
創造や、本のデジタル情報を活用した新たな社会サー
ビスの創発等について連携・協力する

株式会社バリューブックス 教育委員会 生涯学習課

59 佐久地域の移住スタイル発信事業

佐久地域への移住・定住、つながり人口の増加を図る
ため、市町村や特色ある教育に取り組んでいる団体等
とともに対面形式の相談会を東京で開催し、移住希望
者等に直接佐久地域の魅力をPRした。また、移住担当
者会議を開催し、佐久管内市町村と移住施策に係る情
報交換・意見交換を行った。

教育機関、佐久地域定住自立
圏

地域振興局
佐久地域振興局企画
振興課

60 佐久地域観光振興事業
　管内の観光関係者や観光関係事業者などを招集し、
佐久地域の観光や広域観光などに関する講演会と
ワークショップを開催した。

観光協会、事業者、自治体 地域振興局
佐久地域振興局商工
観光課

61 ○
企業等と連携した棚田保全の取組
～棚田パートナーシップ協定～

信州の宝である美しい棚田を将来にわたり保全していく
ため、県が棚田保全団体と企業等をつなぎ、３者で「棚
田パートナーシップ協定」を締結。多様な人々の手によ
る継続的な棚田保全活動を支援している。
上田管内では農林水産省の「つなぐ棚田遺産」（令和４
年３月）にも認定されている「稲倉の棚田」の保全活動
を支援するため、これまでに７者の企業等と協定を締結
してきたが、令和８年２月に新たに㈱KURABITO STAY
と協定を締結。棚田保全活動に関わる人を増やし、安
定し継続的な保全活動に繋げている。

稲倉の棚田地域振興協議会、
岡崎酒造㈱、㈱八十二銀行、
信州ハム㈱、千曲バス㈱、ア
リオ上田、鹿教湯温泉観光協
会、㈱深山、㈱KURABITO
STAY

地域振興局 上田地域振興局

62 ○
住民を中心に据えた、ため池の希
少植物保全活動

上田市塩田平とその周辺の農業用ため池群に多くの
希少植物が生息しており、防災工事と保護の両立を目
指し、地域住民を中心にした、ため池の希少植物保全
活動「上田モデル」を推進する。今後、この取り組みを
県内外に広めることで貴重な草原の植物を保全する。

地域住民（塩田まちづくり協議
会他）、日置電機(株)、筑波大
学山岳科学センター、長野大
学、NPO法人 信州草原再生

地域振興局 上田地域振興局

63 ○

「発酵」をテーマとした地域の魅力
PR事業
（発酵オーライ！信州ガストロ呑
みー列車の旅）

上田地域は千曲川ワインバレー（東地区）の一角を占
めており、良質なワインの生産地であるとともに、味噌
蔵や酒蔵、チーズ工房等、多種多様な発酵食の製造所
が所在する。その魅力を生かし、県内で多くの観光客
が訪れている軽井沢や周辺地域の観光客や滞在者等
（20歳以上）をターゲットに、発酵食のPR活動を行い、
消費と誘客の拡大を図ることを目的に、しなの鉄道と連
携した企画列車を運行する。

観光戦略会議食材活用分科
会（（一社）信州とうみ観光協
会、（一社）信州上田観光協
会、上田商工会議所、東日本
旅客鉄道(株)、長野県ワイン
協会）、しなの鉄道（株）

地域振興局 上田地域振興局

64
日本遺産「星降る中部高地の縄文
世界」のブランド力強化事業

諏訪湖地域にある日本遺産について、地域内の構成
団体と連携し、「面」としての周遊を促す仕組みを検討・
構築する。

(一社)ちの観光まちづくり推進
機構

地域振興局 諏訪地域振興局

65
食の縁結び！南信州うまいもの商
談会

南信州地域などで生産された農林水産物やその加工
品の販路拡大のための商談会及び物産展

団体・企業 地域振興局 南信州地域振興局

66 木曽地域観光資源等魅力発信事業

木曽郡内町村、関係団体、地元事業者と連携し、名古
屋市中日ビルにおいて、木曽地域の観光資源（御嶽山
観光含む）のPR展示を行うもの。
7月25日、10月11日に実施した。

郡内町村
関係団体
地元事業者

地域振興局 木曽地域振興局

67 御嶽山火山マイスターの育成・支援
ビジターセンター開館により活動フィールドの拡大が見
込まれる火山マイスターのスキルアップを図り、御嶽山
の魅力を県内外に発信するための視察研修を行う。

関係団体 地域振興局 木曽地域振興局

68 ○
WOW　BASE　「地域ブランディング
アイデアソン－若者視点で雇用課題
を解決せよ」

(株)リクルートの「WOW　BASE」プログラムにより全国の
Z世代（高校生・大学生等）が木曽地域を訪問し、視察
や、事業者ヒアリングを行い、若者視点で木曽地域の
雇用課題の解決策を立案、提案を行う。

(株)リクルート、全国の高校
生、大学生

地域振興局 木曽地域振興局

69 地域在来品種の特産化推進事業
地域在来品種である農産物（クレソン）の特産化を推進
する。
・生産拡大支援（簡易栽培法の検討）

生産者 地域振興局
北アルプス地域振興
局

70
北アルプス北部山域イメージアップ
事業

山岳環境の保全・整備を図るため、自然保護レン
ジャーや山小屋関係施設を通じてマナー向上及び安全
登山の普及啓発を行う。
・登山者マナーカード（登山における注意喚起バージョ
ン）の作成、配布

自然保護レンジャー、山小屋、
登山用品店

地域振興局
北アルプス地域振興
局

71
白馬駅前における地域振興・活性
化の推進事業

地元住民、白馬村、ＪＲ東日本及び長野県の協働によ
り道路空間を活用した白馬駅の地域振興・活性化の推
進を図る。
・地域の振興・活性化に資するイベントの開催
・地域の魅力・課題のPR活動

地元住民、白馬村、JR東日
本、関係団体

地域振興局
建設部

北アルプス地域振興
局
大町建設事務所
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72 ● ガードレール清掃作業

・ふるさとへの感謝の気持ちを育み、勤労の尊さを学ぶ
目的で実施。
・地域への貢献
・伝統行事の継承

地元住民、大町市、関係団体 建設部 大町建設事務所

73 ● 道路等草刈り作業 ・地域への貢献、道路愛護を目的とし、実施するもの。
関係団体（長野県建設業協会
大北支部）

建設部 大町建設事務所

74
移住希望者等向け管内魅力情報発
信の充実事業

　移住者インタビュー、パンフレット充実等による移住の
魅力・お役立ち情報発信

移住者、事業者、市町村等 地域振興局 長野地域振興局

75 長野地域産業DX推進事業
中小企業向けデジタル技術活用セミナーの開催、ＤＸに
精通した専門家の派遣による個別伴走支援

ベンダー企業、専門家 地域振興局 長野地域振興局

76 伝統的工芸品振興事業
「産業フェアin信州2025」のイベントとして親子松代焼体
験教室を開催し、伝統的工芸品の価値や魅力をＰＲ

事業者 地域振興局 長野地域振興局

77 地域防災人材育成推進事業
　防災人材育成推進講座による行政職員・地域住民の
防災対策知識の向上

地域住民、市町村 地域振興局 長野地域振興局

78
地域おこし協力隊確保・活動・定着
支援事業

　隊員の確保、活動支援、定着促進に向けた研修会、
交流会の開催

地域おこし協力隊員
地域おこし協力隊制度ナビ
ゲーター

地域振興局 長野地域振興局

79
プロスポーツチームとの連携・協働
による地域活性化事業

　AC長野パルセイロとの連携による長野地域の観光・
農産物等の魅力発信

プロスポーツチーム 地域振興局 長野地域振興局

80
ながの果物語り　長野地域産果物
魅力発信事業

果物PR冊子デジタル化、宿泊施設での果物の提供等
による地域の果物の魅力発信

ホテル 地域振興局
長野農業農村支援セ
ンター

81 ○
首都圏×長野地域　関係人口増加
事業

長野地域への移住、雇用創出を促進するため相談会
の開催

インスタグラマー、宅地建物取
引業協会

地域振興局
長野地域振興局
農業農村支援センター

82 ○
長野・北信サイクルツーリズム推進
事業

広域サイクリングモデルコースを中心に、立寄り場所を
掲載したマップを制作

市町村、観光協会、自転車関
係団体

地域振興局 長野地域振興局

83 除雪作業の安全対策普及促進事業
除雪作業中の事故の減少を目的に、屋根の雪下ろし
等、除雪作業の安全対策の普及のため雪下ろし作業
の安全対策勉強会を開催。

市町村 地域振興局 北信地域振興局

84 ○
VC長野トライデンツの選手との交流
イベント

SVリーグ開幕前にVC長野トライデンツの選手と住民等
の交流機会を創出

株式会社VC長野クリエイト 地域振興局
上伊那地域振興局
企画振興課
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